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会議の経過

平成２５年度 第３回 本荘まちづくり協議会
平成２６年２月１０日（月）

午前１０時００分 開会

午前１１時５０分 閉会

開会（進行：地域おこし課 高橋参事兼課長補佐）

ご案内の時刻となりましたので、ただ今より、平成２５年度第３回本荘まちづくり協

議会を開会いたします。次第によりまして２の会長あいさつです。渡辺会長よろしくお

願いします。

渡辺会長

おはようございます。みなさんお忙しい中、またあいにくの天気の中お集まりいただ

きましてありがとうございます。今日第３回目の協議会は、前回「住民自治と都市計画

について」ということで話し合った内容と、それから市総合計画・新創造ビジョンにつ

いて市の方からご説明を伺った後にみなさんから質疑をいただきくことになっておりま

す。よろしくお願いします。

地域おこし課 高橋参事兼課長補佐

ここで、議事に入ります前に、由利本荘市まちづくり協議会条例第７条第２項の開催

要件に関する報告をいたします。本日の出席委員の皆さまは、現時点で１６名でござい

ます。定数２７名の１／２以上でございますので、開催要件を満たしている事をご報告

いたします。

それでは議事に入らせていただきます。

条例第７条第１項の規定により会議の議長は、渡辺会長にお願い致します。

渡辺会長（議長）

それでは、次第に従いまして協議に入ります。

最初に、議事の（１ 「市総合計画・新創造ビジョンの策定方針等について」）

市の方より説明をお願いします。

（総合政策課 原田課長 柴田課長補佐 説明）

渡辺会長（議長）

ありがとうございました。ただいまご説明をいただきましたが、質疑ある方挙手をお

願いします。

Ａ委員

新創造ビジョン策定の市民アンケートとは 「計画の策定体制」の中の「市民」に位置、
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づけられているものでしょうか。

総合政策課 柴田課長補佐

そのとおりでございます。市民のみなさん人口の約５％でありましたが、その貴重な

意見を集約いたしまして新創造ビジョンで取り組むべき課題のが出てくると思われます

ので、これによって厚みのある新創造ビジョンをつくるための位置づけであります。

Ｂ委員

市民アンケートの件ですが、これは結果は公表されるのでしょうか。

総合政策課 柴田課長補佐

ただいま集計中でありまして、５月か６月ころになりますが市ホームページで公表し

ます。また各地域には冊子も設置しまして、みなさまの貴重な時間をいただいて実施し

ましたので広く公表したいと考えておりますのでよろしくお願いします。

Ｃ委員

アンケートは住民だけですか。ふるさと会とか外の意見は求めていますか。

総合政策課 柴田課長補佐

首都圏で活躍されておりますふるさと会のみなさまは、かなり熱意を持って会の運営

に取り組んでいらっしゃいます。実際こういった方々へのヒアリングも計画しておりま

す。直接会長さんをはじめ役員のみなさんに会って、首都圏からのエールとともに叱咤

激励などもお会いしながらヒアリングを実施したいと考えております。

Ｃ委員

ヒアリングだけで、このアンケートは出していないのですね。

総合政策課 原田課長

あくまで市民アンケートですので、ここに在住している方の普段の暮らしぶりの中か

ら見えてくるニーズとか今の気持ちとか考え方を集約することで、客観的なデータをと

ることがアンケート。これと別に有識者や各界各層のみなさんからはアンケートではな

く双方向の意見交換をさせていただいて、その意見をまとめていく。という二通りのや

り方を考えております。ということでふるさと会のみなさんにはアンケートではなく面

談という形をとらせていただくことでご理解願います。

Ｃ委員

地元にいるとわかるんですが、外から見るとまるっきり違った角度から見えるんです

よね。私も本荘をそういった角度から見ておりますので、こういったアンケートが外に

出て行くと全然違った形で答えが書かれるんじゃないか、その中から生かされることを

取り上げたらどうでしょう、ということです。当たり前をなくして、新しい分野なり方
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向性を見いだしていければと思うのですが。

総合政策課 原田課長

やはり内向きではなく外部の意見が必要だという考え方は、Ｃ委員と同様の考え方で

す。方策についてはヒアリングというやり方もありますし、いろいろな外部からの客観

的な情報収集というのもこれから大事だと思いますので、貴重なご意見として賜りたい

と思います。

Ｃ委員

この総合計画の名称は、新年度以降同じように使われますか。それとももう少し柔ら

かい名称も検討していますか。

総合政策課 柴田課長補佐

名称については、市総合計画・新創造ビジョンという看板なんですけれども、副題と

してこのアンケートの中にもキャッチフレーズ等の設問もありましたので、参考にしな

がら基本構想の中での示し方をしていきたいと思っております。

Ｃ委員

ということは、そのアンケートを見てまた検討をされるということですか。もう少し

柔らかく誰にでもわかりやすい言葉を使われたら取り組みやすいのかなと思います。

それから古い５０年前の都市計画ありますよね、それを生かしながら進められるので

しょうか。

総合政策課 原田課長

先ほど、総合計画というのは市政運営の最上位計画というご説明をいたしました。そ

の下に福祉計画とか都市計画とかそれぞれの部署のマスタープランがあります。それら

は同じ方向を向いていなければならないということが大原則であります。この総合計画

ですべての細かい所まで計画していくというよりは、方向性を定めてそれに添った都市

計画をこれからローリング、新たな都市計画が必要であればしていくという考え方です

ので、全部を見直すということではありません。都市計画も合併後に何度か審議会など

で変更を重ねておりますので、変わらない部分もありますが全体的には見直しをかけら

れている、変わっているということはご理解願いたいと思います。

Ｄ委員

現行の総合発展計画ですが、これの反省というか総括というか、これは現行の施策評

価と記載されていますが、実際にはどういう組織でなされるのでしょうか。市の職員だ

けで見直しがされるような風にも見られますが、我々一般の人も含めてアンケートとい

う形での捉え方なのでしょうか。やはり今までの総合発展計画は土台であってないがし

ろにする訳にはいかないと思いますので、十分な反省や見直しがないとアンケートだけ

で新しい計画を作るというのは非常に危なっかしいと思いますがいかがでしょうか。
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総合政策課 柴田課長補佐

現行計画の点検・評価はもちろん実施いたしますし、平成２２年度から実施しており

ます外部評価委員のシステムも使いながら市民意見の点検・評価をしている実績もござ

います。併せまして有識者ヒアリング、首都圏のふるさと会のみなさんからのヒアリン

グなど多彩に展開しながら重層的な課題に応える新創造ビジョンということで考えてお

ります。

Ｄ委員

外部評価の結果を市のホームページで拝見しております。すると政策の中の主なもの

しかなく全体的な評価というのはありません。抽出された事業の評価だけです。そうい

ったことも踏まえてもう一歩か二歩、踏み込んだものが必要なのかなと思います。この

点検・評価は市の職員だけで行われるのでしょうか。やはり市の職員だけでは真の評価

には行き着かないと思うのですがいかがでしょうか。

総合政策課 柴田課長補佐

外部評価につきまして、現計画は８つの大綱、柱立てがあってその中の主要事業を、

市民から選ばれました外部評価委員のみなさんが評価する事業を選んで評価しておりま

す。その中にはかなり厳しい評価を受けているものもございます 「新たなまちづくり検。

討委員会」の中でも現行の計画に対する点検・評価の結果をお示しして参りますので、

これを踏まえて市民とともに作り上げる新創造ビジョンと考えております。

Ｄ委員

「新たなまちづくり検討委員会」のメンバーについてですが、やはり若い人が入るよ

うなことが必要かなと。きのうカダーレで地域おこし１００人プロジェクトがありまし

、 「 」 。たけれども 彼らは 幸せってどういうことか というようなことも真剣に考えている

そういったものを取り入れられるようなものが必要だと思いますが、メンバーは何人く

らいで、若い人たちの意見をどうやって取り入れるのかお聞きします。

総合政策課 柴田課長補佐

アンケートには市民の幸福度についての設問もございます。具体的に「新たなまちづ

くり検討委員会」の委員構成ですが、各地域の住民代表としては８つの地域のまちづく

り協議会の会長さん、自主防災促進会議の会長さん、スポーツ推進委員会の会長さん、

それから今回は女性力を意識して商工会女性部の部長さん、ＪＡ秋田しんせい女性部の

、 、 、 、部長さん 由利高原鉄道のアテンダントさん 幼稚園保育園の関係者 本荘ハム民の会

男女共同参画促進会議、県立大学から経営システム工学科長、由利総合組合病院の院長

といった構成で２２名です。やはり新しい由利本荘をつくるのは新しい世代だと思いま

すので、まちづくりセッションという形で若い人に限らず幅広い市民の参画を願いセッ

ション形式のものも考えておりますのでよろしくお願いします。
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Ｅ委員

現状分析をどのように行うのかということがひとつ問題だと思います。例えばこの地

域の産業力として、どういった力があってそれが他の地域にとってどれくらい実力をも

っているのか。観光もそうです。それがどれぐらい伸びていくと１０年後に幸せな状況

になるのか、というところがある程度数値で示される必要があると思います。数値で示

されないまでも今現状でどれくらいの実力を持っているのかということを示した上で、

アンケートをとるなりヒアリングするなりしていかないと、過大評価してしまったり過

小評価してしまったり、最終的に１０年後に評価ができないという状態になりはしない

か非常に懸念されます。その辺についてはどうお考えですか。

総合政策課 柴田課長補佐

非常に重要な観点だと思います。この由利本荘市、にかほ市も含めまして電子部品デ

バイス産業に集積度が高く、ＴＤＫを中心とする本荘工業団地にも産業集積の核という

ことで再編成がほぼ終わっているところですが、加えまして航空機産業とか市内いろい

ろな地域企業が新しい産業にも参画しようとする息吹がございます。こういったものも

加味しながら基礎データの収集を含め、新しい計画でも数値目標を設定する予定でござ

います。現計画の点検ということについては本来であれば数値目標がなければ評価はで

きない訳でありますが、外部評価のシステムを活用し市民意見も取り入れながら市とし

て総合的に点検し、新たなまちづくり検討委員会での市民委員の中でまた協議していた

だきますので、よろしくご理解いただきたいと思います。

渡辺会長（議長）

では次に（２）前回の協議内容について事務局よりお願いします。

（地域おこし課 小松班長 説明）

渡辺会長（議長）

今の説明につきまして、意見や付け足しなどありませんか。

Ｆ委員

前回の協議会に出席できませんでしたので、ひとつ付け加えさせていただきます。私

は芸術文化協会からの推薦でありますが、合併前から小ホールの設置について要望して

参りました。カダーレには大ホールがありますが、やはり広すぎて使いづらい。そうす

ると文化が分散してしまって廃れてしまう。このまとめたもの「都市計画について」の

中に一文付け加えていただきたいと思います。

渡辺会長（議長）

次に（３）由利本荘市の子育て支援について、事務局から説明お願いします。

地域おこし課 小松班長
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みなさまからアンケート形式でいただいたテーマを大きく３つに分けまして、前回ひ

とつめのテーマが「住民自治と都市計画について」ということで話し合い、まとめまし

た。次回のテーマが「子育て支援について」でございますので、その前段として今年度

市で実施しております子育て支援について、本日は子育て支援課から資料とともに説明

をさせていただきます。

（子育て支援課 豊嶋班長 説明）

Ｃ委員

子育て支援の中身ですが、基準の見直しを考えていますか。国の基準によって市の基

準を見直ししようとしているということでしょうか。

子育て支援課 豊嶋班長

アンケートに関しましては、現在集計中でありますので、それが済みましたら必要に

応じて条例を整備するということになります。せっかく貴重なご意見をいただいており

ますので、細かい集計をしてニーズをまとめた後に「子ども子育て会議」にて検討して

いくということになります。

Ｇ委員

資料の中で「家庭相談員を２名配置」ということですが、女性の方ですか。実際、私

も子育て中ですが、こういった方がいらっしゃるということも認知しておりませんでし

たので。

子育て支援課 豊嶋班長

女性と男性１名ずつおります。二人とも７０歳前後の方で、元校長先生だった方とコ

ロニーの職員だった方です。

Ｇ委員

実際にこちら（子育て支援課内）に、家庭相談員の方がいらして、何か相談などに対

応していると思いますが、勤務日とかどういった対応をしていただけるのか教えてくだ

さい。

子育て支援課 豊嶋班長

二人おりますが、毎日二人いるわけではなく、それぞれ週３日勤務で木曜日だけは二

人勤務しております。相談の内容に応じて柔軟に対応しておりまして、話しを聞くだけ

の人もいれば家庭訪問が必要な人もおりますので、その方に合った対応をしています。

Ｇ委員

。 、私もアンケートの回答をしました 現在集計中ということは先ほどお聞きしましたが

実際に「こういった回答があった」とか「それに対してこういった対応をした」など、
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きちんと全部どこかで公表されるのでしょうか。

子育て支援課 豊嶋班長

公表の方法については、まだ決定しておりません。アンケートの内容が非常に細かく

て膨大でありますので、やはりそれが終わってからの検討になります。

Ｇ委員

私は今日、この会議に出席しているので、作業中であることはわかったのですが、そ

うでない方々は、回答が５３％あって現在集計中であることとか、平成２７年度に子ど

も子育て会議が開かれることとか、そういった情報が広報されたりしないと、答えたは

いいがあれはどうなったのか、という疑問や不安の声が実際聞こえますので、お伝えし

たところです。

子育て支援課 豊嶋班長

ありがとうございます。課内に持ち帰りまして、貴重なご意見として対応を検討した

いと思います。

渡辺会長（議長）

現在、保育園・幼稚園で待機児童はおりますか。

子育て支援課 豊嶋班長

待機児童につきましては基本的にはおりません。ですが第一希望の保育園や幼稚園に

行けないといった子どもさんはいると思います。

Ａ委員

資料の中に「児童館 「児童センター」の記載がありまして、無料で利用できる地域の」

遊び場と書かれています。私は「孫育て世代」で、土日祭日は孫と一緒に過ごしていま

す。家の中、家の付近、地域の公民館など回りながら遊ばせていますが、すぐに飽きて

しまいます。子どもたちはイオンに行って何か買ったりすることが一番手軽で楽しそう

なんですが、本荘にはさまざまな設備の整った施設が少ないなと思います。ここに記載

の４つの児童館はどういった遊び場なのか教えていただきたい。周辺住民は大いに利用

していると思いますが、地域外の住民の利用はどのくらいか教えていただきたい。

子育て支援課 豊嶋班長

児童館の利用状況については、本日資料を持ち合わせておりませんので申し訳ありま

せんがお答えすることができません。本荘中央児童館につきましては、大変古い建物で

すが 指導員がおりますしさまざまな遊具がございます 今回のアンケートの中にも 室、 。 「

」 、内で安心して遊べる遊び場がほしい というご意見もたくさんいただいておりますので

検討して参りたいと思います。現在の児童館には、歩き始めた小さなお子さんから、小

学校高学年のお子さんまで利用しておりまして、さまざまな遊びをしています。中には
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学童保育も兼ねている児童館もあり賑やかにしておりますが、ぜひ一度利用していただ

きたいと思います。

渡辺会長（議長）

他になければ、次に（４）その他、事務局からお願いします。

地域おこし課 小松班長

本日ご出席の嶋﨑委員より「第９回地域の明日を考える大学セミナー」について情報

提供がございます。

（嶋﨑委員 情報提供）

渡辺会長（議長）

他になければ、本日の会議を終了いたします、お疲れ様でした。

地域おこし課 高橋参事兼課長補佐

ありがとうございました。以上で本日予定の議事が終了しましたけれども、ここで担

当部長であります企画調整部 伊藤部長よりごあいさつ申し上げます。

企画調整部 伊藤部長

本日は熱心なご協議ありがとうございました。総合計画について、最初の説明の「市

総合計画・新創造ビジョンの策定等について」に関しまして、策定方針等あるいはアン

ケート等についてご説明させていただきましたが、特にこのまちづくり協議会と市総合

計画との策定の関係でございますが、合併して由利本荘市になりましたが依然として８

地域ありまして、本荘を除いて総合支所が置かれているという行政機構になっておりま

す。今後平成２７年度以降１０年間の総合計画を策定する上で、地域の特性をどのよう

に反映させていくのか、これが大きな話題となったところであります。市総合計画は、

まちづくり協議会の中でいろいろな検討をいただく訳ですが、各地域の歴史、文化ある

いは特性などを踏まえた地域別のそれぞれの整備方針を検討いただきたいと考えており

。 、 、ます それから 今日は子育て支援の市の施策についてご説明させていただきましたが

今後その政策について、みなさま方の生活実体上の観点から、更に検討すべき制度はな

いのか、現状に対応しきれていない問題はないのか、といった観点から今後議論が進む

ものと考えております。地域の問題解決に一躍を担っていただきたい、という期待もご

ざいますので、問題点の把握だけではなくそれを解決するための策まで踏み込んだ議論

をいただければ大変ありがたい。ただ解決策の中には、住民同士で解決できる部分、あ

るいは市が対応する部分、いろいろあろうかと思います。そういったものを総合的に検

討していただければ大変ありがたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致し

ます。本日は大変ありがとうございました。




